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湖岸は絶えず侵食・堆積の影響を受けて変化するため，現在の湖岸環境を正確に捉える

ためには，近年の観測だけでなく長期的な記録の検討も重要である。北海道の阿寒湖は更

新世の火山活動により形成された淡水湖であり (長谷川 2017)，湖岸には湖岸段丘が認めら

れている (堀江 1954)。湖沼環境の歴史について，特に湖心部において Urabe et al. (2025) 
の研究により，過去 200 年間の環境変化の歴史と人為的影響が湖心部まで及んでいたこと

などが明らかされている。一方，阿寒湖北岸域に位置するチュウルイ川河口域では，近年，

湖岸に腐植物がうちあがり堆積していることが確認されている。 
完新世後期における環境変化を明らかにするため，チュウルイ川河口域では，L1～L6 の

6地点において湖底コア試料が採取されている。L1コア (長さ47 cm)，L3コア (長さ50 cm)，
L4 コア (長さ 20 cm)，L5 コア (長さ 75 cm)，L6 コア (長さ 56 cm) はダイバーによりア

クリルパイプを用いて採取され，L2 コア (長さ 100 cm) はハンドコアラーにより採取され

た。各コア試料の岩相を観察した後，コア試料に認められた木片等の放射性炭素年代測定

と SEM-EDS を用いた火山灰の同定から，堆積年代を推定した。 
湖底コア試料のうち，現在のチュウルイ川河口にあたる L4 と河口に近い L5 を除き，複

数の完新世火山灰が認められた。それらは地点ごとに認められるものが異なるが，北海道

駒ケ岳起源の Ko-c1 (AD1856)，樽前山起源の Ta-a (AD1739)，北海道駒ケ岳起源の Ko-c2 
(AD1694)，白頭山起源の B-Tm (AD946)，摩周火山起源の Ma-b (ca. 1 ka) に同定されるも

のであった。L4 は河口に位置し，河川による浸食の影響が大きいこと，L2 では Ko-c2 よ

り上位の層準が浸食されて失われていること及びL6ではKo-c2より上位の火山灰が認めら

れなかったことから，それら 3 地点における過去 300 年間の詳細な堆積速度の変化を見積

もることは難しいが，L1 及び L3 では Ko-c1 の堆積以降において，L5 では AD1499-1792
以降において堆積速度の上昇が認められた。これらのことは，Urabe et al. (2025) の結果

と矛盾しない。今後は堆積物の粒径や微化石の変化などから，チュウルイ川の影響の変化

といった湖岸環境の詳細な変遷を明らかにする必要がある。 
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